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令和５年度 財政援助団体等監査結果報告（第１回分） 

 

 地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき財政援助団体監査を実施したので、その結

果を同条第９項の規定により次のとおり報告します。 

 なお、今回の監査は、監査委員鈴木正和と前監査委員深津寧子氏（令和５年４月３０日

付け退任）によって実施したので、その旨申し添えます。  
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令和５年度 財政援助団体等監査結果報告書  

 

１ 監査の種類 

  財政援助団体監査  

 

２ 監査の対象 

  特定非営利活動法人藤枝市スポーツ協会  

 

３ 監査の範囲 

  令和３年度及び令和４年度における財政援助に係る出納その他の事務の執行状況  

 

４ 監査の方法 

  監査は、財政援助に係る出納その他の事務が適正かつ効率的に行われているかに主眼

を置き、令和３年度及び令和４年度に団体に交付した特定非営利活動法人藤枝市スポー

ツ協会事業費補助金を対象に、特定非営利活動法人藤枝市スポーツ協会及びスポーツ文

化観光部スポーツ振興課から提出された関係書類を検査するとともに、関係者から説明

を求め、事業の実施状況及び補助金の執行状況について、藤枝市監査基準に基づき監査

を実施した。  

 

５ 監査の期日 

  令和５年５月２５日 

 

６ 監査の結果 

 (1)  団体の概要 

  ① 設立及び目的 

    昭和２９年４月 藤枝市体育協会（任意団体）として設立 

    平成１８年２月 特定非営利活動法人となる 

    平成３１年４月 藤枝市スポーツ協会に名称変更  

     藤枝市及びその周辺の住民に対して、スポーツの普及・振興とスポーツ交流・

健康づくりに関する事業を行い、健康の維持及び増進に寄与することを目的とす

る。 

  ② 会員数（令和５年４月１日時点） 

    正 会 員 個人：１１８名 団体：２６団体  

    賛助会員 個人：  ５名 団体：なし 
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  ③ 役員及び職員（令和４年度） 

   【役員】会長１名、副会長２名、理事長１名、副理事長３名、理事５名、 

       監事２名 

   【職員】事務局長１名、臨時職員９名（うち６名は公の施設の指定管理者制度にお

ける業務に従事） 

 

  ④ 主な事業（定款より） 

   ア スポーツの普及・振興に関する事業 

   イ 競技力の向上等の支援事業  

   ウ スポーツ関連諸団体との連携と団体活動支援事業  

   エ 青少年健全育成のためのスポーツ関連事業  

   オ スポーツ功労者等の表彰事業 

   カ 公共施設の管理運営事業 

   キ 親善友好都市とのスポーツ交流事業 

   ク 市民の健康づくりを増進するスポーツ教室事業 

   ケ その他、法人の目的達成に必要な事業 

 

 (2)  市からの財政援助（特定非営利活動法人藤枝市スポーツ協会事業費補助金） 

    令和３年度、令和４年度に藤枝市補助金等交付規則及び特定非営利活動法人藤枝

市スポーツ協会事業費補助金交付要綱に基づき交付された補助金は次のとおりであ

る。 

     令和３年度  ９，０２８，５００円 

           （当初申請額１０，６００，０００円から減額申請） 

     令和４年度 １０，６００，０００円 

 

 (3)  事業収支決算の状況 

  ① 令和３年度の収支決算（補助対象事業分）の状況は次表のとおりである。 

  【収入】                            （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 摘  要 

会費・入会金 230,000 27,762  

年会費 230,000 27,762 26 競技団体 

入会金 0 0  
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項  目 予算額 決算額 摘  要 

補助金 9,028,500 9,028,500  

市補助金 9,028,500 9,028,500 藤枝市からの補助金  

合  計 9,258,500 9,056,262  

 

  【支出】                            （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 摘  要 

事業費 5,488,500 5,372,009  

スポーツの普及・振興に

関する事業 
600 000 518,619 

小中学生スポーツ教室
（11 教室） 

競技力の向上等の支援

事業 
868 500 595,526 中学生新人戦（５競技） 

スポーツ関連諸団体との

連携と団体活動支援事業 
3,270,000 3,270,000 

競技団体交付金（26 団
体） 

スポーツ功労者等の表

彰事業 
150,000 50,050 スポーツ功労者等表彰 

親善友好都市とのスポ

ーツ交流事業 
0 0 

白山市、深谷市、恵庭市
親善交流 

藤枝市オリエンテーリ

ング大会 
100,000 100,000 大会経費、コース管理費 

事業費関連諸費 500,000 837,814 備品、消耗品等 

管理費 3,770,000 3,684,253  

給料・賃金 3,400,000 3,321,252 
職員１名分 給与、 
社会保険料等 

管理費関連諸費 370,000 363,001 交通費、会議費等 

合  計 9,258,500 9,056,262  
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  ② 令和４年度の収支決算（補助対象事業分）の状況は次表のとおりである。 

  【収入】                            （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 摘  要 

会費・入会金 300,000 32,673  

年会費 300,000 32,673 26 競技団体 

入会金 0 0  

補助金 10,600,000 10,600,000  

市補助金 10,600,000 10,600,000 藤枝市からの補助金 

合  計 10,900,000 10,632,673  

 

  【支出】                            （単位：円） 

項  目 予算額 決算額 摘  要 

事業費 7,130,000 6,974,021  

スポーツの普及・振興に

関する事業 
650 000 600,000 

小中学生スポーツ教室
（12 教室） 

競技力の向上等の支援

事業 
1,830,000 1,706,045 中学生新人戦（８競技） 

スポーツ関連諸団体との

連携と団体活動支援事業 
3,270,000 3,270,000 

競技団体交付金（26 団
体） 

スポーツ功労者等の表

彰事業 
150,000 148,720 スポーツ功労者等表彰 

親善友好都市とのスポ

ーツ交流事業 
630,000 560,000 

白山市、深谷市、恵庭市
親善交流 

藤枝市オリエンテーリ

ング大会 
100,000 100,000 

オリエンテーリングコ
ース年間管理費等 

事業費関連諸費 500,000 589,256 備品、消耗品等 

管理費 3,770,000 3,658,652  

給料・賃金 3,400,000 3,313,632 
職員１名分 給与、 
社会保険料等 

管理費関連諸費 370,000 345,020 交通費、会議費等 

合  計 10,900,000 10,632,673  
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 (4)  総括 

    監査対象の補助金に係る出納、その他の事務について監査した結果、協会の事業

執行に係る事務及び経理事務について、概ね適正に処理されていた。しかしながら、

総会議事録に議事録署名人の押印がない、協会から競技団体に対し交付する補助金

において、定められた期限までに交付申請書を受け付けていないなど、一部におい

て改善を要する事項が見受けられたので、適正に処理するよう指導した。 

    また、所管課においても協会との連携を図りながら、引き続き指導・監督するよ

う指導した。 

    藤枝市スポーツ協会は、昭和２９年の設立以来、経験、人材等を活用し、スポー

ツ教室等を開催するなどして活動を拡げ、スポーツの普及・振興とスポーツ交流・

健康づくりに関する事業を行い、市民の健康維持及び増進に寄与してきた。  

    近年のコロナ禍において、スポーツ大会は縮小され、スポーツ教室も開催できな

い状況であったが、そのような中でも開催される大会には支援を行い、スポーツ功

労者に対する表彰を継続するなど、本市のスポーツの統一組織として様々なスポー

ツを振興し、市民のスポーツ精神を養うことに注力したことは大いに評価すべき点

である。 

    市民の健康意識は高まっており、今後も協会の実施する事業の必要性は益々高ま

ると考えられることから、関係部局及び各種スポーツ団体との連携、活用を図りつ

つ、スポーツ選手の育成に力を注ぐとともに、市民の健康増進と体力の向上を図り、

生涯にわたり楽しむことのできる生涯スポーツの普及・拡大を目指し、協会の目的

達成のため一層の努力を望むものである。 


